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::争諫島壼請亀:主
0江 て口|こ 古善  人

畢畢雪黒易拳
: 
撃

六
■

■ 備
考

り
上
人
こ
の
旅
０
障
■
右
恥

一。
ど
日
謳
甲
の
せ
六
日
の
僑
帳
吾
と
は
同

一
た
な
な

・
　

良
註

ヌ

τ
糠
後
に
記
ユｔ

「
　

　

●
一
■
一
●
　
　
・・

・

目
目
記
中
の
中
滞
バ

み
具
野
一テ
助
と
麻
、
一上
人
の
妹
音
肌

へ
ｉ
ロ
オ
パ
）
み

え
ぎ

あ
う
ｏ
天
下
野
村
澤
本
又
市

（
廿
日
″
術
υ
ナ
Ｌ
た
の
妹
″
塚
入
た
び
あ
る
「

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一
一
¨
一

由
直
こ
ろ
卜
〓
も
〓状
■
た
ず
れ

な
卜
ヶ
違
〓

■
■

．
Ｆ
＝
苦
カ
ボ

ヽ
タ

．．　一」十一一」」一」に一̈
一一
一一́
一一．　一　． 　．・　　　　・　．・　　　一・一一　・摯〓」「一

．　
　

　̈

　

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
」　
　
　

　
　

　
　

　
　

，″

白
一亀
ん
役
利
生
長
　
　
一　
　
　
・
一　
一　
　
　
　
　
　
　
＾

一一●
一
・

。
ズ

ｒ
で
上
田
就
下
‐‐ど
豊
ど

、
省
掛

「
盤
水
峠
左
越

■
て
、十
押

て
江
戸

｝
前
年
を
見
物
レ
て

一、
斤

ｌ
ぼ
東
海
道
を
と

つ
て
、
蛍
奮
〓

兄
物
一

、
．

登

」ｌｊ‐‐
ご
．す
ら
れ

た
０
び
あ

る
っ
当
時

の
日
記
左
響
載
し
て
み
よ
う
■

．

〓
漁
″
下
外
八
風
各
．一争
あ

つ
２
・
）

夕
し
理
合
迫

二
早
耳

一
一向
漱

ｔ
ο
弄
一塚

し
一
四
為
頂
、
須
た
に
言
　
同
所
来
山

ふ

申

眸

．，

相

真

日

は

↑

″

昨

等

衆

議

鮎

日

晴

早
入
出
立
⌒ 、

日:|

日

|オ

尺
肩

山

下

足
ト
リ
訃

士
由

み
薦

須
ｔ
由

ｉ
ａ

ｔ
旗
■

つ
入

又
は
林

間
竿

夕

■
ヽ
／、、
通
ッ
じ

一
ぉ

し
い
）

う

べ

Ｚ
太
．え
ど

ｒ
ふ

御
師

０
万

に
体
足
兌

得
ｔ

之

い

l dil二



・

一二
百
余
も

あ
る
江
Ｆ

り
・

営
所

に
瀧
あ

り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
　
・

一
．　
整
、
谷
■
者
登
人
相
・履
登
山
す
。
麓
に
は

，
一
人
よ
■
三
里
八
町
の
欄
は
芦
木
タ
ーノ
●友

■
■
●
ρ
ん
四
合
日
ｔ
■
は
‐１、
本
人
は
早
人
一わ

一
一
‘
本
イ
撹
山
じ

Ｊ
実
上
首
は
姻
に
ひ
山
形

．
一山
形
ぁ
ぁ
■
れ
ｔ
ｔ
の
之
聾
場
ゆ
“　
一
出
焼

．　
．ッ
“
戎
け
諾
″年
の
蛍
ｔ
あ
り
。
何
れ
も
参

一日
ま
ず
六
十
口
み
潤
参
虻館
グ
レ
´
計
一思
Л

一
―
ギ
瞑̈
上
と
“
れ
つ
υ
海
室
に
上
宿

ｏ
同
名
＾

に
″ク
洋
す
。
但
し
晴
‘
¨
々
ヽ
た
な
，
ο　
　
　
　
　
　
・・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・ヽ

甘
四
日
　
吠
晴

・　
　
　
●

・
一　
比
層
室
′
‘
演
半
一
刻
片
■
昇
日
斉
獲

（

・
一
つ
う
け
ｔ
ｔ
実
に
一量
昇
の
末
理
ど
ｔ
お
●

一一̈
一魯囀
彎』」鳴瑯憔
神】わいヽ
一
‐‐‐ｉ‐ヽ。は勲商競
秘一呻鳥漱れＰ丼、い倒蔵麟一

Ш
貧
Ｅ

Ｄ
堤
■
泉
海
道
〓

昇
よ
■
上
Ｚ
，
レ

一．隷い制螺帳帥ｆ“副麟膨ほ″淋”沿一ｒ麒「卿ない際級鋼靴油嫁↑脚礎循
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品
猥
ぞ
と
か
も
か

ら
ル
の
出
々
付
管
比
山
η
ふ
し
ど
に
で
あ
夕
・

雪

ｆ

く
貢

■

つ

ら

ゝ
水

争

ｔ

■

よ
Ｌ

下

γ
・あ

り
“
寒

ざ

事

憲

中

の

期

ι

・
但

し
凛

上

に

「
ｔ

声

潟
４

て

一
あ
ま

ど

け
ス
嫁

兵

テ

，
め

し
争

ｔ

あ

り

，
何

れ
ｔ

穀

よ

り
出

店

む

。
地

両

方

さ

劇

よ

り
上

に
は

所
々

だ

瞥
一あ

り

。
宮

，ネ

‐１ゴ
と

い
ふ
ｔ

六

合
目

の

上
最

に

あ

り

′

・足

は

出
か

け
共

土

占

出

″
ヤ

ラ

に
な

り
し
′
ｔ

，
一
山

田
方

精

に

■
止

ヨ

廉

書

ハ

じ

と
ら

ｔ

“
遠

方

′
高
山

午

服

前

に
見

め

る

ｏ
昨

（

め

如
き

吠

皓

ぼ
一良

甲
●

腱

一
日

ｔ
あ

性
と

ｔＦ
礼
　
何

絶

も

丼

夕́
体

ヶ
、て

八

ッ
時

過

唄

下

山

（
但
し

下

山

●
輌

ほ

ミ

つ

Ｌ
ぎ

■

て
上

り

の
直

の
外
窓

な
ろ

所

を

は

♭

ヶ

共

に

、
■

足

に
九

一
間
．念

ゲ

ヽ
花

下

り
呈

耐

磨
▼

」
〕

）須
走

米

山
Ｚ

人

大

和

衆

に
上

名

。
昧

日
登

り

道

れ

十

理
撫

υ
今

回

下

り

一

サ

■

■

■
．心
¨

一

ユ

雪

半

卜
し
）減

少

か

。
菅

山

に

ζ

　

一　

　

　

　

一　

●

・　
　
　
登
菅
一
士‐山

麓
汗
縦
棟
翠
有
童
■

回
」貌
八
口
都
舞
晨

月
界
息
ユ
エ
宝
た
１
一

業
言
太
蕩
布
住
興
・

』甲
古
聰
　
　
　
　

　̈
．

暴

風

舞

層
騰

澤

維

下
望

千

山
娼
」浸
晨

日

臨
二朝

霜
・況

芽

容

一靖

見
幾

畑
一第

一
イ

´
¨
　

　

　

一
，

・　

・

そ
れ
わ
う
上
人
は
「
川
日
湖
わ
属
光
を
普
３

、
甲
業
か
ら
富
士
川
乙
Ｉ
夕
産
津
峠

，
な
た
ク

パ■
す‐
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甘 |

運
「
迫
ｔ
ｔ
九
島
翌
螢
夜
り
兌

辺
ま
■
●

目

二
す
二
番

谷
及
青
■
■
（三
に
血
し
了

¨
　

・

■
日
　
綱
雨
　
美
江
寿
出
立

つ
此
間
二
里

八
丁

。
平
梵
五

、
梨
チ
の
名
物

あ
サ

“
ス
一近
年
航

厄
み
出
多
出

あ
り

τ
局
絶
工
の
家
多

ｔ／
。
議
朝
の
旧
淋
持
鷲

の
オ

こ
´
ふ

あ
ブ

′
ホ

八
ス

ゝ

時
間

一
里
半

，
薫
野
ｏ
朦
古
戦
場
″。
熊
坂
え
範

の
日
跡
あ
り
‥
暫

＜
野
山
道
に
て
沐

じ
く
豊

軒
荻
当
所
よ
．り
名

苗
屋
霞
り
衛
遊
人
漫
城

（
十
万
層
Ｆ
口
候
の
居
グ
な

‐Ｉ
）
追
分
一ミ
あ
・サ

。
ス
南

宮
本
社
へ
当
所
ま
り
半
道
斗
り
あ
ウ
“
比
間

一
聖
子
関
ヶ
原
駅
一ｃ
比
江
律
苗
不
服
の
関
の
間

」
地
亡

・
ス
六
國
衡
並
の
書
分
遠
ぁ
り
。
比
聞

一
里

，
展
物
が
た
り
Ｌ
言
う
７
　
夭
濃

一
達
江

両
図
の
焼
に
一
村
あ
り
ｒ
立
場
表
り
・
奈
次
駅
民
間
一
里
「
柏
鳳
駅
亀
丸
屋
と
′
ふ
に
上
覆

営
所
は
伊
飲
」ＬＩ
の
色
に
て
史
の
名
物
、
八
家
も
屋
九
京
と
に
ふ
人
の
用
ろ
え
ｔ
。
又
比
ュ
ー
・
ＩＪ

衆
κ
て
か
り
や
■
の
草
次
山
に
出
多
庭
じ
ヽ
　
　
　
　
一
●
一
一　
　
　
・
・
・　
　
・　

一・

一伊
欧
ｔｌ・
１
此
性
の
高
出
に
て
班
笙
Ｊ
レ
麦
に
て
，
　
　
一　
一

一　
　
伊
吹
な
う
ふ
め
レ
お
原
の
ざ
り
し
単
ざ
レ
シ
ス
レ
き
た
め
レ
晨
ク
″
ん
。　
　
　
　
・

当
駅
な
尾
川
よ
‘
七
人
見
並
４
本
“
候
“
小
日
遼
程
ｔ
里
八
丁
９，　
　

　ヽ
　
　
　
　
　
一

一
一　
　
　
　
・
．　
・
　

・
・　
一
　

（後
署
）
　
　
　
　
一
・　
　
　
　
　
　
　
・
　

　

・

肝
嵯
膨
“
蹄
は
犠
瓢
饂
晰
一【
硼
わ
“
帥
ぽ
嵌
酬
」
鋪
紀
嶽
鞭
一
体
鰤
掛
れ
粉
げ
い
翔
に
鶴
＾
（

ｔ
ｉ
長
崎
へ
出
、
日
年
一九
．
一
日
ａ
ダ
朔
帰
庵
せ
ら
れ
た
一
・　
●
「
　

ｉ
　
　
一
●
一
　
　
一



当
時
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勢
を
現
徴
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，
■ヽ
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●■

鶴
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●
●

伊

静

咄

　

　

　

・
　

．
　

．

ｉ
岬
往
春

二
月
二
月
中
頃
二
御
影
参

に
て
た
ほ
販
″
敷

。

界

新
妃

一Ｆ

　

朧

但

′

比

良

は
違

国

斗

り

と

申
事

也
。

遊
所
霧
た

に
相
成

．
舌

よ
り
は
人

に
販

々
敷

三
爾
宣
敷

相
成

候
可

緊
一月
の
た

、
諄
成
男
テ
に
相
や成
古
今
珍
承
事
じ
。

任ヽ
れ
も
廻
４
ん
畳
雪
餘
好
て
八
角
・
高
さ
丈
航
層
事

ロ
シ
ヤ
童
■
の
船
慮
艘
滞
帆
．
見
物
舟
歎
夕
解
マ
販
々

誌
卜
で
承
気
船
の
見
亡
物
み
サ
・
見
物
す
‐・．珍
物
じ
．

事
一
回
詐
霊
巖
ォ
准
持
付
々
常
衆
薇
、
和
許
怖
確
じ

開
ん
衛
円
敗
子
附
に
″
■

．
局
嶋
〓
《
行
之
庚
名
、

在
ヽ
足
は
交
易
御
ん
に
相
成
に
質
人
貫
ど
ギ
〓
〓
■

・

一
Ｌ

■

．
■

・〓

―……
‥
『

「

糟

『

■

●

ｉｔｉ
ｎ

押

―――

鋼
■

１１１

１１１

諄

―ＩＩ

Ｉ

Ｆ

■

Ｆ

針

コ

ーー

ーー

＝

Ｉ

潮

委
出

I′

橘
昔
請
出
水

急…～― ″―
よ～だた″__′～一 ‐ヽ一 一 ―
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其

後

、
上

人

の

尻

ギ

。
円

人

注

み

間

に

な

・

「

稔

＝

亀

♂

」

ど

永

た

ＩＺ

記

を

す

る

一た
″

に

、

足
碑
の
議
が
■
と
意
ナ
　
遂
に
麦
笏
」
〓
″
島
川
周
が
朝
瑞
だ
蓬
「魂
せ
ら
ゎ
た
の
で
あ
る
・

１

塊

左

切

鴻

崎

友

畿

氏

（
薦

＝
為

の
ｉ

参

照

）
ｂ

計

有

地

内

■
菖

ふ

♭

て

ゃ

■

れ

一

ゐ

多

。〕

そ
の
碑
丈
柑
た
の
種
ヶ
■
あ
る
。
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・．　
　
　
　
　
　
　
　
¨

（前

面

）

　

¨
　

　

・・
一
　

　

　

　

．

昔
埼
帝
京
幸
夫
塔
　
今
成
本
吹
泊
頭
身
　
　
　
　
　
　
．・　
一　
・

榮
お
無
定
塞
衛
馬
　
憂
吾
綱
覆
臥
国
人
　
　
・
　
・́

・　
・
・
　
　
　
　
・　
　
・

・井
之
円
と
者
茶
繭
款
以
膚
天
無
根
華
Ｉ
乃
　
　
・

．　
　
　
Ｅ
止
理
美
登
里
乃
世
出
那
加
だ
旭
之
　
　
　
一　
　
　
　
一　
　
一

ハ
春
月

面

）

ヽ

1

賜香声眼た僧毅足界和尚
、世走肪国民卜謳螺解辞動紳針哺訓紳饉馴ユ勁綺勲。

風昇華・現玉官得皮侍読定黎上人之室印

務
孟
§

骨
曇

甦
孵
動螂
諄
融肝峰
騰

．鴨
導
豊
社
稔
碁
上
人
暮
何
人
通
昇
、
人
伝
４

人 ,

清
l同  |
7口

四
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